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 上田泰己博士はシステム生物学、時間生物学研究の第一人者であり、その御活躍ぶり
は「情熱大陸」「プロフェッショナル 仕事の流儀」等のテレビ番組でも度々取り上げら
れております。本学の客員教授を 2005 年より兼任していただいており、今回、特別セ
ミナーをしていただくことになりました。  
 本特別セミナーは、別紙の通り、当日の午前 9時から開催されるシンポジウムの一部
として開催されます。他の研究者の講演も自由にご聴講いただけます。多数の方のご来
聴をお待ちしております。 
 なお、本セミナーは大学院医科学・栄養生命科学・口腔科学・薬科学教育部の特別講
義を兼ねています。 
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